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一
般
質
問
 

第104号　湯沢町議会だより 

問 問 
「
雪
國
」
と
「
北
越
雪
譜
」
 

の
朗
読
・
暗
唱
に
取
り
組
も
う
 

答 答 
教
育
長
 

教
育
課
程
に
位
置
づ
け
て
 

取
り
組
む
用
意
が
あ
る
。 

問 問 湯
沢
高
原
と
ス
キ
ー
場
 

《
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
姿
勢
》
 

 

問 問 
《
契
約
に
向
け
て
の
進
み
方
》
 

問 

問 

問 

問 問 問 

問 答 

答 答 答 

答 問 問 答 

答 答 

岸野雅人  
きし  の　まさ   と  

答
（
教
育
長
）
 

                  　
 

 　
　
町
有
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
 

 　
　
　
　
ど
こ
か
ら
何
が
出
来
る

か
、前
向
き
に
検
討
す
る
。
 

 

 　
　
３
月
１７
日
、ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
㈱（
以
下
Ｓ
Ｒ
Ｓ
）と
日

本
ケ
ー
ブ
ル
㈱（
以
下
㈱
省
略
）に

述
べ
た
「
町
の
基
本
的
な
考
え
方
」

①
は
、い
つ
誰
が
決
め
た
方
針
か
。
 

 　
　
昨
今
の
情
勢
と
平
成
２
年
・
12

年
以
来
の
協
定
に
よ
る
。
 

　
　
9
月
２０
日
ま
で
に
、町
自
ら

の
意
見
集
約
を
せ
ず
、Ｓ
Ｒ
Ｓ
の
提

案
に
○
×
△
を
付
け
て
町
の
考
え

と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
 

 　
　
Ｓ
Ｒ
Ｓ
提
案
を
町（
執
行
部
）で

議
論
し
議
会
に
提
出
、今
意
見
を
頂

い
て
い
る
。
 

 　
　
現
在
の
混
乱
は
、②
の
よ
う

な
経
緯
か
ら
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
 

 　
　
混
乱
な
ど
し
て
な
い
。
 

 　
　
「
町
の
基
本
的
な
考
え
方
」

①
を
Ｓ
Ｒ
Ｓ
と
日
本
ケ
ー
ブ
ル
に

表
明
し
て
い
る
の
に
、『
止
め
る
↓

借
り
な
い
↓
○（
町
の
考
え
）』
の

土
地
に
つ
い
て
、地
権
者
と
話
し
合

い
を
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
 

 　
　
借
り
る
と
い
う
メ
ド
が
立
た
な

け
れ
ば
、地
権
者
に
お
願
い
に
行
け
る

わ
け
が
な
い
。
 

 

     　
　
経
営
に
は
直
接
口
を
挟
ま
ず
、

大
方
針
や
工
事
等
の
妥
当
性
、改

善
の
提
案
等
が
で
き
る
委
員
会
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。
 

 　
　
そ
れ
を
含
め
何
ら
か
の
対
応
を

取
る
べ
く
協
議
し
、皆
さ
ん
に
は
か
る
。
 

 　
　
布
場
リ
フ
ト
の
移
設
は
計
画

を
一
年
先
送
り
し
、地
権
者
な
ど
と

協
議
を
始
め
て
は
い
か
が
か
。
 

 　
　
布
場
は
現
状
の
ま
ま
あ
と
２
シ
ー

ズ
ン
や
る（
一
年
先
送
り
）。
提
案
が
あ

れ
ば
協
議
も
す
る
。
 

 　
　
早
め
に
、丁
寧
に
、契
約
書
作

成
に
着
手
す
べ
き
と
思
う
が
。
 

 

　
　
年
明
け
早
々
着
手
す
る
。
地
権

者
と
も
話
し
を
始
め
る
。
 

 　
　
契
約
は
５
年
が
望
ま
し
い
。

暫
定
契
約
は
町
内
ご
た
ご
た
の
証

明
と
も
な
る
。
臨
む
決
意
の
程
は
。
 

 　
　
ゴ
タ
ゴ
タ
な
ど
な
い
。
皆
さ
ん
方

も
ゴ
タ
ゴ
タ
し
な
い
よ
う
に
…
。
明
る

く
元
気
に
取
り
組
む
。
 

夏の観光資源としては必

要であるが、冬をどうすべ

きか ⇒ランドー（ガーラ湯

沢と湯沢高原を結ぶロープ

ウェー）との関係もあり、即

休止も難しい状況がある。 

初回の契約時から内包
されていた課題 
１.元請けともなる会社が
経営を預かる 
２.日本ケーブルに押し付
けるかのように契約を結
んだ《負い目》 がある 

▼ 
地元や町内の意見集約・
合意形成をせず、赤字な
がら努力しているＳＲＳに
「町の基本的な考え方」
①を伝え、提案を求めた。 

▼ 
利潤追求を専らとする株
式会社が、詳しい得意
分野を含んだ提案をす
る→日本ケーブルに都合
の良い提案に見えてしま
う。 

▼ 
ところが執行部は、この
提案に○×△を付けて「こ
れが町の意見です」 と
した。 

▼ 
■一般町民から見ると、
「ねだった分だけあめ
玉が貰えるとはどうい
う訳だ」「今どき、何て
ことだ」 
■地権者・関係者から
見ると、「賃料も払わ
ぬ会社の要望で、布
場スキー場を廃止す
るなどもってのほか」 
■そうなるとＳＲＳ・日本ケー
ブルは、「赤字ながら
努力してるのに、求め
られて提案をして、な
ぜ悪役に？」 

3月17日表明の 
「基本的な考え方」 
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